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私にできること
みんなでできること
これからも・・・
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2011年３月11日午後２時46分、マグニチュード9.0の巨

大地震。そしてその後の大津波が東北・関東を襲いました。

翌12日午前３時59分、今度は長野県栄村でも、大きな揺

れがありました。

さらに、福島では原子力発電所の事故による被害も。

あれから１年が経とうとしています。昨年４月号のかわ

らばんの表紙には、「これから被災者とともに、復興に向

けて、みんなで何ができるかを考え行動する」とあります。

そして、“長野市災害ボランティア委員会”が立ち上がり

ました。

委員会だけでなく、個人で、企業で、ボランティアグルー

プで、さまざまな活動が生まれ、多くの人が被災地へ行き

ました。また、被災地に行くことはできなくても、長野市

内で活動をした人たちも大勢います。

私たちは考え、気づき、行動しながらこの１年を過ごし

てきました。しかし、被災地復興への道のりは遠く、私た

ちはまだまだ考え続けていくことになります。
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